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本資料は大型光学赤外線望遠鏡の開発経験がなかった、のちにすばる望遠鏡を担当する設計陣
がそのプロトタイプの位置付けとして製造した、建設当時、国内初の経緯台方式かつ国産最大
口径の望遠鏡である。この望遠鏡に適用された経緯台方式、フリクション駆動方式等の技術
は、ドームの小型化を含む望遠鏡の低コスト化の道を開拓してその後の国産大型望遠鏡の開発
コンセプトに大きな影響を与えた。また、すばる望遠鏡のみならずその後の2000年代における
国内1～2 m級望遠鏡の建設ラッシュを導いたという点で重要である。
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